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概要 

Abstract 

生物は地球の自転周期に合わせて生活するために長い年月をかけて、

概日リズムという機能を発達させ、進化してきた。そのため、地球上に住

むほとんどすべての生物は概日リズムを示す。げっ歯類では概日リズム

機構の雌雄差が知られている。雌性動物では性周期に伴って、概日行動

リズムの位相や振幅が変化する。性周期中、様々なホルモンの変動が認

められるが、これらの行動変化に関わるのは卵巣ステロイドホルモンであ

るエストロゲンとプロゲステロンである。演者らは長く、卵巣ステロイドホ

ルモンが概日リズムに及ぼす影響について検討を行ってきた。その結

果、これらのホルモンが与える影響は全身に存在する時計の種類によっ

て異なることを見出した。一方、概日リズム機構は雌性生殖に重要な排

卵を制御している。げっ歯類では黄体形成ホルモンの排卵性一過性分泌

（LH サージ）は決まって発情前期の日の夕方に起こる。演者らは、この

LH サージの時間制御の神経回路についての検討を行っている。本セミ

ナーでは、概日リズムと雌性生殖機構がどのように相互作用しているか

を説明する。 
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